




The Irish Problems Observed by an Oﬃcial of the Japanese
Government-General of Korea : The Views of TOKINAGA Urazo
 KATO Michiya　
Abstract
　TOKINAGA Urazo, an official serving for thirteen years between 1910 and 1922 in the 
Japanese Government-General of Korea, visited the US and Europe to study and understand the 
inﬂuence of self-determination advocated by President T. W. Wilson in relation to the Koreans 
under Japanese rule during World War I. He observed the situation of Ireland under British 
control and compared its aspects with the Japanese rule over Korea. His conclusion was that 
Japanese colonial rule of Korea was totally diﬀerent from the British governance of Ireland. 
Although he thought that the British were cruel and suppressive, on several points there was a 
need for the Japanese Government-General of Korea to learn some important lessons from the 
British failure to establish order in Ireland.
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 2  ）朝鮮総督府警務局「米国ニ於ケル独立運動ニ関スル調査報告書」近藤釼一編『齊藤総督の文化政治』
友邦シリーズ第16号　宗高書房　1970年。
 3  ）時永浦三『愛蘭問題』朝鮮総督府　1921年７月。




 5  ）時永浦三「愛蘭問題と朝鮮」『警務彙報』朝鮮警察協会　1921年11月号。
 6  ）時永浦三「愛蘭問題と朝鮮」『警務彙報』朝鮮警察協会　1921年12月号。
























 8  ）時永浦三「欧米を視察して（其二）」『朝鮮及満洲』第22巻166号　1921年８月。











































































































































































































































































































































































































































団に属しMichael Davitt は，土地同盟を組織し，Parnell は1879年に渡米し，土地同盟の
ための資金を募集し，その結果運動はますます堅固なものとなった。1880年，再び内閣を
組織したGladstone は，同年更なる農民救済のための法案を提出したが，上院で否決され





































































































結社が勃興する。中でも，アメリカで Stephens によって Phaenix Organization の残党を
糾合して結成された Fenian 団は，アイルランド独立革命を目指し，アイルランドおよび
カナダに反乱を起こそうと企てた。1858年，Stephens，O’Donovan Rossa らは，アイル






ることにより漸次勢力を増していった Sinn Fein 党，マルクス主義を国民の感情及び伝説
と調和し，労働者の同盟を訴えたアイルランド労働党などが論じられている。また，自治














































れる。1918年末の総選挙において躍進した Sinn Fein 党は，英国議会に出席せず，アイル






























　アイルランド系アメリカ人は1850年 Phaenix Organization を基に Fenian 団を組織し，
Irish Republican Brotherhood と呼応してアイルランド独立運動を展開した。1919年１月，






































































































































































































































































































































































辞令日付 辞令内容 交付時役職等 出典官報日付





1911.４.27 ７級俸下賜 朝鮮総督府取調局事務官 1911.５.４
1911.７.10 叙従７位 　 1911.７.15
1912.４.１ 平安南道在勤ヲ命ス 朝鮮総督府取調局事務官 1912.４.１
1912.４.１ 任朝鮮総督府道事務官　叙高等官７等 従７位 1912.４.６
1912.４.１ ９級俸下賜 朝鮮総督府道事務官 1912.４.８
1912.６.22 ８級俸下賜 朝鮮総督府道事務官 1912.７.５
1913.１.17 陞叙高等官６等 朝鮮総督府道事務官　従７位 1913.１.21
1913.１.17 ７級俸下賜 朝鮮総督府道事務官 1913.１.25
1913.４.21 叙正７位 従７位 1913.４.28
1914.６.30 ６級俸下賜 朝鮮総督府道事務官 1914.７.８
1914.８.11 京畿道在勤ヲ命ス 朝鮮総督府道事務官 1914.８.17
1916.７.25 陞叙高等官５等 朝鮮総督府道事務官　正７位 1916.８.４
1916.７.25 ５級俸下賜 朝鮮総督府道事務官 1916.７.25
1916.11.15 任朝鮮総督府事務官　叙高等官５等 朝鮮総督府道事務官　正７位 1916.11.22
1916.11.15 ５級俸下賜 朝鮮総督府事務官 1916.11.22
1916.11.15 総務局総務課長ヲ命ス 朝鮮総督府事務官 1916.11.22
1916.11.21 朝鮮彙報編纂委員ヲ命ス 朝鮮総督府事務官 1916.11.24
1916.12.19 官報報告主任ヲ命ス 朝鮮総督府事務官 1916.12.21
1917.２.７ 古蹟調査委員ヲ命ス 朝鮮総督府事務官 1917.２.９
1917.10.１ 文官普通試験委員ヲ命ス 朝鮮総督府事務官 1917.10.４
1917.10.１ 兼任朝鮮総督府参事官　叙高等官５等 朝鮮総督府事務官　従６位 1917.10.８
1917.10.１ 内務部第２課長ヲ命ス 朝鮮総督府事務官 1917.10.８
1917.10.１ 官報報告主任ヲ免ス 朝鮮総督府事務官 1917.10.８
1917.10.１ 朝鮮彙報編纂委員ヲ免ス 朝鮮総督府事務官 1917.10.８
1917.10.１ 古蹟調査委員ヲ免ス 朝鮮総督府事務官 1917.10.８
155（155）
朝鮮総督府官僚のアイルランド認識－時永浦三を手掛かりとして－（加藤道也）
1917.10.１ 朝鮮総督府済世院庶務課長事務ヲ嘱託ス 朝鮮総督府事務官 1917.10.８
1917.10.11 京城府街路施設物整理委員会委員ヲ命ス 朝鮮総督府事務官 1917.10.13
1917.10.19 朝鮮総督府高等土地調査委員会委員ヲ命ス 朝鮮総督府参事官 1917.10.25







1918.10.７ ４級俸下賜 朝鮮総督府警務官 1918.10.14





1919.８.20 任朝鮮総督府事務官　叙高等官４等 正６位 1919.８.28
1919.８.20 ３級俸下賜 朝鮮総督府事務官 1919.８.28
1919.８.20 警務局勤務ヲ命ス 朝鮮総督府事務官 1919.８.28
1919.９.25 叙高等官４等　兼任朝鮮総督府参事官 朝鮮総督府事務官　正６位 1919.10.３
1919.10.10 古蹟調査委員ヲ免ス 朝鮮総督府事務官 1919.10.14
1919.10.27 朝鮮総督府道警部考試委員ヲ命ス 朝鮮総督府事務官 1919.10.29
1919.11.20 米国ヘ出張ヲ命ス 朝鮮総督府事務官 1919.11.22
1919.11.25 欧州ヘモ出張ヲ命ス 朝鮮総督府事務官 1919.11.28





1921.３.31 １級俸下賜 朝鮮総督府事務官 1921.４.28











1922.10.16 任大分県内務部長　叙高等官３等 朝鮮総督府監察官従５位 1922.10.23
時永浦三経歴（内地時代）一覧（『官報』による）
辞令日付 辞令内容 交付時役職等 出典官報日付
1922.10.16 任大分県内務部長　叙高等官３等 朝鮮総督府監察官　従５位 1922.10.18
1924.７.23 任鳥取県内務部長　叙高等官３等 大分県内務部長　従５位勲６等 1924.７.24
1924.10.２ 任宮城県内務部長　叙高等官３等 鳥取県内務部長　従５位勲６等 1924.10.３
1925.９.16 任宮崎県知事　叙高等官２等 宮城県書記官　従５位勲６等 1925.９.17
1926.９.28 任佐賀県知事　叙高等官２等 宮崎県知事　正５位勲４等 1926.９.29
1929.２.７ 叙従４位 正５位勲４等 1929.２.13
1929.２.９ 特旨ヲ以テ位１級追陞セラル 故休職佐賀県知事　正５位勲４等 1929.２.13
出所（『朝鮮総督府官報』および『官報』により作成。）
